












































































































































































































いる。日本が追いつくためには、国家主導のプロジェクトが必須だ。政府の宇宙開発戦略本部が定め 「宇宙基本計画」における最新ロードマップでは、 「サブ ・ オービタル飛行の運用には、従来の飛行場やロケッ射場とは別に離着陸用の宇宙港（スペースポート）が必要である」との見解が示されただけで 開発計画はなかった。　
スペースプレーンはいまだ開発途
上にある。ハイブリッドエンジンも安定性に欠けるなど克服すべき技術的課題は多い。しかし、次世代旅客機の有力候補として、米英は実 化を推し進めていくだろう。　
日本も省庁間連携を強化した上
で、スペースプレーンの開発とスペースポートの創設を含む具体的な計画と指針を早急に策定すべき段階に来ている。
リンクス・マーク２（米エックスコア社）の模型 Reuters
